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　欝6倉年代は戦後の欝中海麟において極めて重要

な縛代であった。舞本では軍事、政治の時代から

経済の時代へ転換して経済大曝を§指す蹴一驚であっ

た。中蟹では鱒年代末の「大躍進」を試みて矢数

の経験をした1かと講時に、イデオ欝ギー対立に

よってそれまでのソビエトからの援麟などを隻っ

てしまった。そして§暮年代に入ると、経済と敬治

の調整政策をとるようにな弩、さらに「文化大革

命」を起こした。つま鯵、中蟹にとって社会主義

の遵を模索する時代であった．周知のように、慕

本は経済大国になった。中啓は鑓年代～簿無代を

反省しながら齢年代に入ってやっと経済発展を主

とするようになった⑦。

　髭界は馨本のめざまし疑経済成長に驚いた。各

国の醗究者は8本の経済議長の要素を分観する場

合に、ほとんど欝本の教育に注篶して工業化の達

成1こ学校教育が重要な役離を果たしてきたという

のが通説である。しかし、不思議なことであるが、

響本の被会では教育に対する評懸はあま畢りよくな

い。教育学雰でさえも「教育荒廃薩という霜葉が

流行って否定的な声がいっぱいである。とくに中

馨で悪難的な文藤と認めて嚢讃した絡縫奪の嚢本

文藻省の「教育白書3は馨本では評覇どころか遵

にそれこそが教官露難、教育開題、教育葦鹿、す

なわち悪化した教育現溌の責病の源であると言わ

れている。いったいそれはどういうわけであろう

か。蕪本の学者と拳蟹の学者とはどんな開題につ

いて考え方が違っているか、あるいは視角が違っ

ているかを検討してみようというのが本文の趣意

である。それで、まず霞本の教育計轡論をふりか

えってみよう。

王．歴史的露顕

　霧本では璃絵雛来近代化をめざすために穣極的

な教育政策を取った。翌872隼の「学籍彗によって

一般人民の子弟6才鎌止就学することになった。

また、藤本の資本主義は、露髄年に至って紡績、

織靭などを中心とした軽工業の段欝で大きく絞長

したが、この産業桂会の変｛ヒに慧応ずるために、

中等教育段賠の実業教育の振興が急務とされ、鰺

鱗年案業教育費羅庫補覇法を麟定し、実業教畜、

と旨｝わ酵工業教育の振興に努めたのであった。第

一次量饗大戦麟後になると、各種の実業中等教育

機溺は普通中学校の就学者数が増えるとともに急

激に拡大した。こうして、麩本選代教育は生まれ

ながら中央敢瞬の産業化政策の申1こ位置づ諺られ

た。中央致晦の役麟が拡大した一方で祷等教育、

中等教育、高等教育の就学者数が飛躍的に嫉大し

たのである〔3㌧

　このような教育にお診る政癖の役蟹の拡大を背

景として、教育政策の醤醸を達成するために「教

官…汁纏募が登場したのである。饑えば、雄ig年に

設定された「高等諸学鮫鶲立及拡張謙蜜」や、第

二次髪雰大裁時に主として経済憲僚を中心として

策定、実施されたいくつかの教畜計爽がそれであ

ると考えることができると言われている韓1。こ

のように教育計露の原璽はすでに第二次糧雰大戦

麟に成立した。しかし、教育謎露が本格的に麗麗

したのは第二次重罪大戦後、とく1二婚§§隼以降の

ことであった。こグ）時鰯慧かつてない「教育拡大」

あるいは、「教育爆発」の時代であった。戦後民

三塾主義の高ま鞭と軽量費の復興で、国父所得の増露嚢

につれて、麟民の進学の意欲も高まった。高校全

入運動はその現われである。そして露本において

中等教育及び高箋教育への進学率1ま急速に上昇し

た．それに、「ベビーブーム」によって進学該当

年齢入口も急激に拡大した。それに対癒して各緊

での地方教奮講癖が多く修威された。また、謄§7

年の「新長獺経済計璽4が産業犠造の変穐を予濡

してその変化によって「五年後の遷工系大学卒業

者の不逞は8縫○名余にのぼるユと指摘したのをう

け、文部省によって五卑賤の「科学技術者養成誹
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測が策定され、さらに欝欝年の新羅疑辮得結増

詩癖憾に対応して、　「瑳工系学生募集計露」が計

露された。

　…方、これらの誹藤を支える教育言藝懸の遷論も

60隼代毒こは盛んになったのである。欝6§隼、アメ

リカ経済学会の大会で、セオドア・W・シュルツ

は「人的資本への投資」という会長演説を行なっ

た。彼は教育を通して行なわれる技術と知識の獲

得の遺程は、消費の…形態とみるべきではない。

そ煽まむしろ生産的投資とみるべきものなのだ。

大約資本への投資1ま髄人の生産性を高めると瞬時

に、それを選じて急速な経済議長に必要な人韓に

妓籍的な基礎をあたえるものにほかならなかった

と主張したi5｝。この遷譲は「人的資本蓬の保護

が社会的な関心事となっている状溌のもとで行な

われたので大きな反響をよんだ。当然、その影響

は弩本にも及んだのである。嚢本にお騨てi弱毒年

の「所得億増誹醤に馨う長難教育講癒野！、や欝

鑓年の擁本の成長と教育丞｛霧やギ経済発展にお

ける人的能力醗発の課題と対策」愚｝などからその

影響が箆られる。そのほか、当時教育椎会学の分

野で活躍した清水義弘は圭§撰年の「2G隼後の教育

と経済」麟と薦年の「現代嚢本の教育壷腕にもそ

の礫議1を系統麟紅唱えた。

　しかし、鎗簿隼羨後から、「教育計癒譲の基本

的なトーンはかつてのオプティミズムからペシミ

ズムヘと…慶しようとしている。｛1讐。（毘CP

では簿年のパリ会議鞭熱C繊艶r磯。む醗費嶺。撫s

鋳r鑑6駿。就沁簸畷Gro轡嶽／によって6轡奪代の軟

膏計露をふ弩かえってそれまでの教育計麟への懐

疑が表瞬された。騒本でも、それからの60隼代の

教奮讃癒に修する撹鵯や反省が現われた。つぎに

その動きを検討してみよう。

豆．段本における教育計画論について

の検討の動肉

　教育謙璽に幾する書籍を少しめくっても、6窃年

代の教育爵懸を支えた教育投資誌や人的資本i論寂

体にも鋭い撰1覇が浴びせられ、経済療長のための

教育が撰1鵯されていることが分る。その中から代

表的なものをあげてみよう。

　まず、鑓隼代の教育訪露論の第…人者溝水義弘

毒こ糞書する撹筆彗分書きびし秘》。

　清水は総年代の馨本の教育計悪の遷譲家と実際

鶴指導者として活躍していた。地方教育誕画の指

欝§2年3露

導に欝以．とのケースで惑ってきた悪。経済審議

会の長難教育計露にもその遷譲の影響がよく見ら

れる。だからこそ、6艇罪代の教育讃薩を翫朝する

鰻弩、被がまずと1声あげられるのはあた1）まえで

あろう。

　久富善之は「6暮年代罫教育謙遜茎誌の幾麟麟穣

討涯で次のように婁いている。

　総隼罫所得籍増設嚢垂の鋳難から60年代を通

じて享毒水の主張したポイントオぜ、戦後馨本の教

育を、ぎ桂会的要請選（と辱わ1ナその中心として

の経済発展謙蚕に必要な人誘の養歳という役割／

に適合するシステムとして再遷霧、計癒せよ、　と

いう点にあったことが難られよう。溝水は疑い

もなく、高度経済成長鋳代に照応する教育のあ

辱方を、新しい一つの教育観、教育思懸として

打ち篤していた。技術者不鍵層策、後難中等教

畜の多様髭、縫方主義の徹底等の擾需は、いず

れもぎ社会離要請垂に縫かれた教育システムの

あ喜）方を縫示したものであった。灘

　濤水は鱒年代後半からぎ教育握会学の構造善li

9§5隼、葉洋館懲叛徒／やぎ試験盤（欝欝年、暑被

害鶏や鞍本教奮の社会的基庭雲（編著、臆§7

年、曝土室動などの著書を通じて教育と社会の諸

問題を検討してきた。鍵年代に入ると、舞§年後

の教育と経済匪（謄雛隼、棄洋館墨藪宅勤、ぎ幾代

藤本の教育垂！簿編集、東蒙大学鐵願会〉、『教育

計醗（癒著、欝§8年、第…法媛l／、報本の高等

教育垂1編著、ig毒8年、第…法規｝などの著作に

よって繭にσ）べたように教育計霧藝における教育投

資譲や人離資本譲を系統的に譲ごた。それは被の

諦年代の見方、または§癖年代における馨本教育募

の実靖から霧えぱ確かに新しい一つの教育観、教

奮懸想であったと誘っても適言ではない。霧難の

ように、鍵年代講めから科学披講の向上をめざす

ために、人的能力麗発、人離資本の保護の考え方

から縫会、薫として経済雰から教育に対する要請

がますます強くなってきたの祭本だけではなく、

アメ弓力、（）εC倉諸国では教育投資議｝のもとで

教育投資の増撫の合遅姓が認められていたのであ

る。しかし、馨本では萌総数来教育に力を潅いで

いたにもかかわらず雄蕊隼から圭鮪癖年までの五年

懸では、勃的資本は墨．83培の増撫になっているの

に、教育資本は至、32焙の増撫にとどまっているの
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であった懸。また、潮木守…によれば．総隼フ

雇タードリヒ・エデイングの罫教育費の変イと1こみら

れる購際麟諸領海垂という本に鐵会った欝、「そ

れはそれまでの筆者がまったく駿れたこともない

ようなタイプの本であった」鶴という。これらは

当鱒嶺本の教奮が覆際的な理1論からおくれ、経済

に比べて重視されなかったと裏づ酵られる。だが、

趨こ運べたよ煽こ、茎957年の噺長甥経済講郵

がすでに産業構造の変化を繭握として遷工系大学

卒業者の不逞という問題を教育雰の欝の羨に戯し

た。それを嬉めとして経済鼻から縫えず教育の対

応を強く要請した。教畜ではその要請をさけて、

あるいは無視して進むことはもう不轡能である。

これを背景として国際的な流れにのって首尾…貸

した教畜投資論、または「妓籍者不建対策、後難

中等教育の多様化、能力主義の徹癒等の提言蓬を

鐵したのは「縫会的要請．1にもつともよい講策で

あったと評懸できるであろう。そうすると、　「縫

会的要請まに聡かれた教育システムのあ診夕方を提

示したことそのこと察体は調題ではない。しかし、

続く次の言葉は無視できない．

　この遅論とその政策展露とが、鋳隼代鋲降の

舞本の教育縫会にいかなる変化を、どんな対策

と抗争を、どのような亀裂をもたらしたのか。

そしてそれが今露の「教畜驚廃」、野子供、青年

の発達錬外注と奮い雛わされる否定麟諸事態に

どのような内的灘連を持つものであろうか、そ

れが開題である翰，，

　しかし、教育講錘が自覚的には意鬱しなかっ

たにもかかわらず、結果としては生ビた諸事態

については、溝承は総捲の際の責任の範麗講に

は入れて》ない。…（中略1…、鰐えば、「能力

主義の徹底まという主張についても、溝水の意

醗の張篭では「能力に繕じてひとしく〈教奮機

会を与える〉業「機会均等の療顯3を実現する

ことであ辱、“能力主義｝’であった。その能力

主義政策が教育現場に、父母に、生徒に、どの

ような能力主義義争への巨大な動灘をもたらし

たのか、蓉本の教育をとを｝返しのつかないまで

に一変させ破壊する、その瞬き金をまさに襲い

たのではなかったかという靉靆については総捲

の馨らの責に属することがらにはいっていない

のである騰。

　6倉庫｛㌃善玉ら登季交孝憂否、　暴走遭疾、　華交内暑詳そテなど毒｛

生み鐡され、有名高校鑑がライバ膨の友人を麟し

殺す事鶴さえも起こってきた。これらは否定でき

ない事実である．また、ある座談会で、「高校生

が懲分が大学に響くのは舞い汁を畷うために響く

のだ。頭の悪い都ま職業嘉撫こ行慰まよ硝ど言

い放って議題をよんだ舗というけれども、開題

はこれらの事象と能力主義とが本当に霞果溺孫を

もつのであろうオ㌔

　まず、能力主義とぱ欝か、辞典を講べてみた。

　能力の違いによって被会的、経済的糞繊度が

違うことを薄提にし、能力差に基づいて地建や

叡入、機会などが翫分されるべきであるという

考えかたや鵠度を蕊う。…（中略1…能力主義

教育は、人々の教育程綾：はその入が将来どのく

らい縫会や経済に責賦するか、によって決めら

れるべきであ鞍、矯籠や教育可能性を生得的な

ものとみ、工弓一トの地｛宣につく者1こは翠い時

難に夕｝離教育善書なされるの秀ま望まし㌧海とするエ

》一トーイデ才賢ギーを講包している。旛

　入閣は発達が遺伝によって究天的に麟約される

と言って、能力が生まれつきで学習や調練によっ

ては形成不醇能なことを惹賺しない。むしろ、発

達過程においては、歳熱と学醤が穣雛不離にある

二つの異なった鰯覆藝こすぎない噛つま辱、講者は

楊互補完的な鷺係にあって、賊熟は、学習がもた

らす発達の水準を麟約し、学習は、成熟が発達に

及ぼす影響の効果を規定する。だから、瀬々の能

力を認めながら、その発達は学習と調練1二よるに

ほかならない，，それだけに、能力柔義教蕎のよう

に知能や教育糎能性を生得鶴なものとみて、エ》一

トの地建につく者に単い時期に分離教育がなされ

るの1ま人聞の諸能力の全懸発達への難いに反して

いる。き

　しかし、だからと霧って、能力主義こそがその

轟犯入野であるとまで一慕えるであろう；毒㌔

　第一に、能力主義は難史的に見れば教育の療礫

である嫉羨に社会の療理として、人間の懸纏観に

かかわる療鐘として登場したのである鶴。しか

も、　この藏蔓王の長流1こお毒ナる能プ3主義とレ浅う原理

は決して「妖怪の類藩ではない。それは嚢統が支

醒した身分麟社会に対しては撰1韓の療遷であ鐸、

財産が支醒した資本主義縫会に煙しては平等の療
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雛であった。その惹瞭では能力主義4〉登場1ま社会

歴史的進歩のシンボルであるとは言えよう。

　第二に、学校教育の叢線型はi％魯隼代以縫の嚢

本に響有のものではな》㌔近壁のヨー冒ツパでは

貴薮上流繕綴の子弟を対象として揺導者購綴の養

成のために、古典的教養の教官を中心とする学校

系統が発達した。露盤記獄後には廠民の畦常生活

に澄接有粥な知識や技能を与える襖等学校が発達

し、さらに職業学校へ接続する学校系統が壷残す

るようになった。蕪本における学校鉢系の変遷を

見ては、露72隼の学校体系が単線型、譲獲年以後

分緩墾学校体系とな鯵、欝凝集の学校俸系が多少

変わったが、その骨緩はすでに醗治末羅にはほと

んど成立していたのである。戦後§・3・3鵠の

単線璽学校捧系になったが．緯磁奪の高等奪霧学

校の設置によ華）、再び学校系統の複線型1こなった。

さらに醸際麟に見れば、いままでもイギ琴スは三三

類型分立講、フランスは複線型、アメリカ、ソ連

は単線璽、中蟹慧分鼓型である翻。したがって、

§倉年代露本の高等専霞学校の設置は能力の多様化

の療蓬1こよって蕎われたと蓄えても複線灘学校棒

系は必ずしも学校教育一ヒの諸羅題を生むに権違な

いとは醤えないであろう。

　第三に、登校振否、校内暴力．さらに少隼灘罪

といういわ織る「教育荒廃淫の事象は礬水だけで

はなく、申蟹でも、　アメリカでもたびたび起こる

ことである。舞えば、アメ弓秀で黒人の青年の葬

行の療霞について学校教育の実態を講べた資料に

よると、学校潅で繰入生徒と白人生徒の学饗環境

が意外も平等であるという費甲羅ではその原瞬を

よく“文化大革命坤に求めたが、最近からは地銭

鍾会や家庭教育1こ視野を広げてみようという動き

がある。

　以上述べた理嶽によって、講本の教育現状と能

力主義とは無縫係であるとは藪言できるわけでは

ないオご、議1力主義という教育霧i｛葺甦を絞棄すれば“、

いろんな教育事象がきちんと解決できるわ諺では

ないとは奮えよう。だから、悪化した教育現溌の

原馨を追及する場合に、単純に一つの教育糠選、

学校体系の形式、また、ある人に求めないで、教

奮内容とか、社会環境の影響とか、社会懸纏観と

かをもっと広く、深く綾試する必要があると考え

られるであろう。

　また、当蒔新教育書癖郵譲の執筆者天野部夫は§倉

庫代の教育講‘露論に対してもきびしい反省をした。

総92隼3簿

教育システムの意醤的、合瑳緯㌻なコント碁一ルの

ための政策科学をめざして、〈教育計薩論〉が花々

しく萱場したのは稽6蓼隼代の初めのことである。

それから緯年余をへたいま、教育講癒講の基本的

なトーンはかつてのオプティミズムからペシミズ

ムヘと一変しようとしている。

　教育訪露譲をめぐるペシミズムは、そうした

現実への強い失望感に根ざしている。教育講醤

論の無力さは現実によって〈穣証〉されたか1こ

みえる。しかし、それは教育計醤議｝そのものの

破産、あるいは、その薄能牲の否定につながる

ものなのだろうか。教育詩遜譲の鯵年余の建議

麟蓄積と、その実践への適醗が絹らかにしたの

は教畜システムそれ自体のもつ内在的な1論種や

購造を無視した。あるいはそれを十分に考慮に

入れることのない、経済学的な群嚢髭の驚異や

技徳の直線的な遍羅がもつ獲雰であ吾｝、破綻で

あった融。

　60年代の琶1本にお1ナる葬教育1講熱論の登場は

繭に述べたように国際的な流れと経済雰の要請に

魅惑する産鞠であった。　「教麿投資諜やヂマンパ

ワーアプ蟹一チ3や新教育の藪益率」いずれも、

経済へ従属する教育であると考えられがちである。

　また、教育投資議1は、数字で教育の経済に対す

る勅益をはかる科学性を持つという楽観的な考え

方に帰して、教青支鐵の増大が経済議長にとって

も社会麟平等から見ても、どのくらいの幾果を達

成できるのかと闘うなら、失望感に賂らざるをえ

ない。その意味で言えば、縫年代の教育舞’麟譲の

破綻は確かに天野の遽べたとお鯵である。

　ところが、教育講遜i論の無力さと言えば、議舞

の醤標とその後の実績の差をしめすであろう。鶴

えば、所得倍増諸悪では罹災勝得と進学率との楕

購をもとに鎗奪後の驚卑の高校進学率を72％と予

離したが、実際1こは高校進学率はそれを鎗％鉄一と

も一ヒまわる82．9％に達した。また、瞬嫌な経遜で、

文藻雀が欝撰隼から七年幾に理工系学生定員を

鴻，奪倉巷名増やす計露を偉威した。それは途中で醒

年1舞韮こ2〔》，（〉（矯ノ～の定舞増という計誕鐸春季蓬1を施され

たが、実i際はさらにそれを越えるペースで進み、

七年間に魂3，〔鎗（〉名の増趨を見た。当；擁の講・露の3

培近い拡大を実現したのである騰。

　また、「所得倍増計露に伴う長鰯教育撰－緩」、鯵
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62隼の郵教育白欝輩には弾力性のある教育麟痩を

検討’することが必要であろうと強調し、菅縫i済発

展における人的能力開発の課題と対策3には、工

業高校の鉱売を強讃したと講時に、産業教育振興

法による財政援勘があるにもかかわらず、一般に

普通科への集中繧講が強く、職業高校の人気はあ

ま鯵上がらなく、職業高校には簸の高校にはいれ

ない老寿愛圭i藝肇窪．露姦プ」など1こかかわ辱なく、まわさ

れてくるという繧向を生じ、職業高校の菱廃が量

聡の鶏心を集めるようになった鞍。しかし、そ

れらは自由企業、馨海霧場を基調とする資本主義

棒鱗のもとにお縁る「訪露」であるから、舞えば、

縫会空義体麟における計露と講ビような厳密さは

なく、欝標を携げて蕎数指導などによ13誘導牲を

はかる点で目標と実績とのずれが生ビるグ）はさ鯵

られない。轟○年代における経済誕麟を見ても1講じ

現象が発現できる。繕えば、ヂ麟疑1謬葬等糖増設麟淫

の各指標と実績ははるかに上露る水準であった。

詩癖の欝標と結果のずれによって教育講露の擁能

姓を疑うわ睦には行かない。それはどんな讐学樵

を持つ計褻藝ででも蓉標にぴつた蓄）する絃果があろ

うはずはないからである．

　6倉庫代の教育計磯譲に短して否定麟な声がいっ

ぱいである力立、轡∫寇する人がいないわ諺ではな㌧㌧

擁えば、矢野真報がギ生纒学習化縫会の教育設露」

につぎのように請いている．

　この枠緩みに基づいて教育成長鋳代を振を）遽っ

てみると、わが懸の講霧の特質は、次の二1つに

集約できると考える。

　第一は、経済次元および非経済次充の「二つ

の効率」を重視した「鰯入需要型」の選訳であっ

たということである，、

　第二は、睡立セクターと私立セクターによる

教畜システムの二二重1構違藝ヒが、弾力麟な需1嬢調

整機能を果して、その購造が、縫会的ニーズ塑

および平等基準とのジレンマを暇暇するσ）に役

だったことである鼎…！中略1・

　わが醗は、決して需要が多様覚したわけでは

な知、。孝愛育絞授をり一ドしてきたのは私露華な経

済的穂益の動機であ幸｝、その経済的動機は弱ま

るところかむしろ安く深く浸透したと言える。

しかも、教育の競争メカニズムは経済学が礫懇

とする完全精鞍、完全競争モデルにちかく、そ

グ）結果、きわめて合礫的な入舞配分機能が完成

している。こうした効率的な需要の強い集懇を

優先してきたのが教育成長の経緯であった。高

辱教育の絞長を支える理念が譲議されるよ診）羨

に、現実の成長需要が早く進みすぎたのである。

そして、その成長は、意識的、無意識麟に、合

選髭、麟率建、露一穐を実現させる過程であっ

た『2㍉

　暴本の教育講麟論の評懸のいかんにかかわらず、

諺本の教育グ）成長は経済成長と講ビくめざましい

ことは事実iである。それは教育システムの二重藩舞

造によるのが矢野の述べたとお1）である。しかし、

弾力麟な需要調整機能にせよ、合運納な入舞灘分

機籠にせよ、教育讃警にかかわ辱なく、まったく

酸密市場、あるいは社会麟需要に対応して生じた

ものであるとはなフ墾な力玉糖葉辱できない。だからこ

そ、教育訪露譲について雲際的に箆駁して羅本に

お1ナる教育謙露の特籔を箆い撫すことが今後もや

は阜）必要であろう。つぎに、中石4）縫会主義体麟

における教欝誹遜譲ヂ）動向を見てみよう。

醗、中国における教育計画論について

　　の動淘

等、「文化天華命葺以後の新しい動向

　中瞬1ま社会主義紘麟の蜜であ幸｝、途一L発達麟で

ある，，申麟では、簿年代末から80年代を通じて、

多方藏での改革が行なわれた。その申、教官改革

が中央政癖の改革聡敏の政策に鐘置づ酵られて、

教畜改革の蓬講の桑叢は能力主義である嘱1。77隼、

まず能力を選抜方法として大学の芽、試麟慶を復活

した。そして、中等教育には職業高校を設定した。

鴎隼、義務教育法を公姦し、9隼義務教育が実施

された。教育改革の申で、縫合、経済発展に対す

る教育の役舞の鱗としては嚢本がよくあげら震て

いる。鱗えば、饗本は教育を重視する麟である。

慶史轟鱗こ見れば、「大化改新並、「絹絵維新」、「戦

後改革！、いずれも重大な政治改革には教育改革

が霞置づけら藍た。教育にカを窪いだこそ、饗本

が現在の舞木になったわ諺である，，羅本は少年灘

罪率がわ諺あい低い、それは講義がみんな教育を

受けた人で、とくに母義が家縫で教育を鴛なった

からである。E差水の企業の滅1功は技簾の発達によ

るものであるが、藪嚢1にくらべて、企業管礫によ

る要素も多い、，それは「秘1という楡蓬観が購々
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に浸透しているからである誉この儒教の簸理を若

い盛代1こ伝えるのは学校教育、地域社会教育、家

庭教育の一体｛ヒによるものである、などが遜説で

ある｛驚。申羅の「教育誹癒葺譲には以上」）よう

な馨本蓬解の影響がうかがえる．

　申蟹1ま社会主義であ琴、繊隼から5隼ごとに縫

会主義建設の「講爽ほをつくってきた。その講藏

には教奮に鷺する設遜が含まれている。また、申

央政癖は「中共中央、国務院文終」という形で教

養に麗する振示を公毒することもあるが、葡奪の

文化大革命が終了するまでは、教育は政治の難霧

または道具として中央政晦の政策に位置づ諺られ

ていた。教育支鐵は轟家財政の支鐵における髭率

が低かったのである。78隼、中国共産党第疑罎3

申会でそれまで「繕騒騒争を中心とする」方録を

やめて、社会主義瑳代穂の建設を中心とする方鋭

をとるようになった。とくに、その後、教育の本

質をめぐって全酸で叢令したのは教春の重要性を

あらためて認識するようになった。もともと、教

書の本質についてはソ連の影響で、ま1隷購造に属

して、購級縫争の道具であるとみなしていた。

「文化大革命」に入ると、学校は魑強する場所で

はなく、購綴縫争の場所であると認められて文箆

群学妓籍の知識を教えるのが「臨生産力論ま、

「矯育第一」と言われて擾1鞠された。文化大革命
　　ユよコウまン
後、子光遠が「大疑を養成する礒究を重視せよ」

に

　教育という雛会現象1こは上藻糞造のものが含

まれているが全体的に見れば、教畜が上蔀購造

であるとは言えない臓。

と始めて教育が上藻構造であるという定義に懐疑

を表わした。この論争の申で、教育が生産力であ

る、教責は二重露盤、を持っている、教育の本質隷

無識を伝える、教育の本質は鰯体の縫合穂を鍵す

遍程である、などの定義が鐵されて一致しなかっ

たのであるが、それまでの正統の瑳、譲の束縛を脱

墨して礫論の多様紀を鍵した。教育経済学もこの

譲1争の申で登場したグ）である。
　リイ　イ　　ン

　励嶽寧が78年《被会科学載線》という雑誌に、

「手斐茎癒孝交育と資本主1義三工業でヒ」　を発審乏した。　この

文章で、励鍛寧は、「教育が経済銭長および経済、

社会発展に対する役畜1ま一…定の教育支繞によって

実現される．（申酪1教責支患は知能投資と響1ば

欝92年3馨

れる．（中略1こ庭は生産的支織であ診）、濾費麟

支罎ではない」韓と強議iした。それからは教育経

済学の論文や叢勅がだんだん礪鴛された。82年、

中震共産党第茎2題全国代表大会で、当時の中遜共

産党総叢記絹耀郵が「響つの現代乾誇鍵は轡学披

講の現代乾であるま、罫科学技衛は鍵であ1）、教畜

は基礎である」、「麺等教育の普及、中等職業教育

と高等教育に力を注ぐべきである」、「いろんな奪

霧人材を養成して全民族の科学文建の水準を高め

よう」と曝えた。そして、教育を経済発展の戦略

重点に楚蓋づけた。こうして、教育と経済の関係

は政策麟に垂提されて、教育詩麟の遅譲と実践も

盛んになってきた。

　まず、83年8月に教育藻、国家誹薩委舞会、労

灘入事部では全霞専門入舞の現状講壷と需給予灘

を行なった鵜。この調査によると、83年6月3脅

馨現産で全懸には奪露入舞がi，390万人、全羅労

鱗者の籔．3％をしめている。この専門人誘講中の

比は大学院挙業者春．32％、大学事業者1灘7．8％、

専羅学校卒業者は鍵、9％、中華奪講学校卒業者は

66．§％をしめているということである。この調室

のデータによって中麟では数は手分であ身｝、学科

も揃って霞ら重大な学徳と科学妓籍を麟究できる

知識人を持っているが、靉靆も多いということが

捲嫡された。騨えば、大学院、専門学校と中等專

鍔学校の準業生が専門人材1こしめている建率が懸1

いことが学校教畜び）権造が不合遷であることを表

している。また、大学卒業者の専攻を見れば、二£

科は器．7％、管遅科1公務員、鴛致密〉は2．2％、

農科は6．4％、鉢科は圭、3％、医科は圭2．書％、晦範

は圭、3％、文科は7％、饗秘は8．3％、経済科は逢．2

％、法政はま、○％、棒育は○．嘆％、警衛は〔》．8％、そ

の弛は暮．7％をそれぞれしめている。縫会の各学

科の需要によって経済、法簿、管蓬、教育などの

入赫の不建．が著しいと言われている．それを通し

て学讐構造の不合理が存在していることも霧らか

になった。入替需要の予濃獣こよって200轄年になる

と、鐙○毒万人の専霧人韓が必要である．それは、

大学醗卒業者77万入（欝83年の2癖諭、大学卒業

者i蔦7万入建§83年グ）6、窪結ラ、串等等羅学校卒業

者25盤万人（鍮83年の3．豊賠｝、それぞれ大鞭に増

える需要が見られた鼎こσ）講査と予灘は経済、社

会勅益を高めるために行なわれたものであ弩、中

麟で全襲郵質こ、コンピュータなどのま支縛蓄を購いて

人誘の調査、予灘を行なうのははじめてであった，，
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こ蔑は牢蟹における教育発展に録して憲義深いこ

とはいうまでもない。

　一方、理論の嚢では外国における教責経済学を

紹介する論文や訳文、讃霧がたくさん現われた。

耀えば、繭に運べた励鉄筆のギ妓籍教育と資本主

義工業で雛（i響8年『社会麟学戦隷書第6鰯1、郵

灘の「教育経済学の形成、発展および翼状」曙教

育麟究叢干1縫i§79年第i難）、ポーランドのオラ

・タンス寿1申文訳：安羅、饗葱鉢簸葦）の「人的

投資」曙経済学談叢垂欝齢奪、第7賜勘一マニ

アのコリカリスクら（申文讃：業里秘粥籍庫等）

の夢人鮪投資は発達の基本的要製1ざ経済学訳叢轟

雄編奪、第暮難1、嚢本の長尾鱈吾跨「教麿経済

学撮要蓬鞭擁国教育資料選華東轟縫大学、i§簿隼、

第2難｝、ソ遠のカストネン（申文談：科類塔年／

の「教育経済学の対象と方法嘘（教育科学崖蔽社、

欝綴年1、とくに、アメ雪タカ経済学者シュルツの

教育投資の選懸藝ま、欝8（｝年シュルツ残本入が中醤

で講演をした舞、綾の著叢が翻訳された修するこ

とを遜ごてよく紹介された嚇。シュルツ氏の

「人的資本へび）投資誹や「貧羅縷の経済学達や

ヂ懸1所得蜜にお謬る経済効益率及び見通しに対す

る蟹i灘」などが影響を菰く及ぼしたロつぎにまず

シュ膨ツの還論1ま中国でどのように取弩受けられ

ているかを験試してみよう。

2．シュルツの中綬における影響

　星§8i年鯵月、中醤教育経済学績究会は太糠霧で

教育と経済グ）絶無についての醗究を中心とする学

籍討議会を宥なった。この学備討議会では、シュ

ルツが中啓での講演についての報告が往醤された，

シュルツの人的資本への投資の理論はギ入の質の

経済学オと羅手ばれて、次のように紹介された。

　嘩．人的投資は人の質への投資である。

　この投資は主として次の各方霞の費絹を鮨す、i

患　教鳶と講練のために支払う費羅一労鐡者の能

　力と委支縛重水童肇と熟練毒重度を高めること。

②　籍生保健グ）ために支お、う費鱗一労働力の数と

　健康を保難ずること。

轡　労働力が蟹内で移動する費罵一答地域にお1ナ

　る労縫方を講籔すること．

雄　麟外から移疑の入浅のために支払う費驚一分

　葦験ナ」と専門入韓を増やすこと

　　嚢網だけではなく、その霞つの礒で費やした

　時霞なども人的援1資である。

　2．人的資本への授資の後書雛糎麹資本への投

資の役割よ季炊きい。人的資本の形磁まこの鋳銭

の経済毒こおけるもっとも大きな欝後である。

　人的資本への投資と霧的資本への投資の合逡な

鋤率は経済成長の積極麟な要素である。人的資本

への投資の役割を軽視して舞人酌資本への投資を

鰯重すれば、再生産の速度を澱らすことにほかな

らない專

　3．教官投資は人的資本への投資の中核である。

その遷撫は主として次のようである．

至
ラ
山

教育投資は生産的投資であること。

人的質を高める鍵は教育であること。

教書投資の載益率は麹的投資よ辱高いこと。

資本穫累6）重点は物的資本から人的資本へと

　移りつつある。

　4．教育投資の級益率の誕算方式は灘スト瓢鍍

益率である。

　各孝i窒嚢砦の教育孝愛糞の舞文益率を言蓄算するフ∫式とし

て、次のもダ）を示すようである。

　各般葬砦における教育収益率＃

　各段踏の坐業生豊蔚段賠の卒業生の賃灸の差

　　　　　　　各段踏の教奮費絹

教育のコストを計算する場合には政経の支織する

教育費と編入の支諺、う授業料のほか、学校で魑強

する時轍こあたる敏棄された収入を含むべきであ

る，、また、教斉の暇人を計算する場合には、長鱗

にわたる見通しをしな謬ればならない。舞えば、

生獲にわたる就労年聡、凝じ学鞭の人が実綴の蔽

人の差、インフレ、などを考えて設算蕪を修豊す

る必要がある。

　5．人的投資の建論慧露場の需給薦孫を基にし

て人的｛癒善書の変動を評定基準にすべきで廃る。

　教曹各段繕の投資、大学の各学科の投資はいず

れも毒場法舞彗によって壊滅すべきである。経済は

いつも均衡一不均衡の申で発展する。教育も適応一

不適応の申で発展するのである。とくに妓籍革新

がもたらす職業鷲の縫で労働力の移聾は増える一

方で、教育麟度の弾力性が養畿される器。

　以■動紹介されたシュ膨ツの人麟蓄隻資譲を見ると

El本で紹介された被の鍵論とはだいたい講じであ

るが、鍛後の部分は注藝iに修する。これは鋳無代

の人的投資譲と異な1｝．欝年代～簿隼代の人的投

資論跨実践をまとめたうえに鐵されたものである
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と考えられる。この点について、シュルツは中瞬

の講演で次のように強談した。

　人的資本の建論そのものは、科学性を持って

いると認めたら、どんな麟度にも適絹できるべ

きである。ただし、蟹家レベ拶では各種の人材

の繋要に対癒して長難1誹画をつく1り、計遜iどお

辱に行うことは不可能である。基準に基づいて

活請しなければならない。どのように瞬いてど

こに繕いるか、それは変わら癒ルーナ募まない。

需要があったら撲給を溝建させる、人々が大学

に入1｝たければ、そのような大学を馨る方がい

い。量雰は変位しつつあ弩、その変化に従って

対応すべきである舗。

　申醗の教育経済学者は、この理講が生じる背景

と金建性を分叛して次のような糖譲を饑した鱗。

　人離資本への投資の遷講の額墾は、古典経済学

者の著作に灘誓うる。ウイ辱アイ・ペテイの「政

治算術」、アダム・スミスの「匡1災難欝の盤質及

び原馨についての覆究3がそれである。2碁織紐憩

無代末羅1こ人的投資礫誌が一般経済学から独立し

て系統麟な理講になった。それは鵜然なことでは

なく、生産力が一定の水準に達した必然な詰集で

あ鯵、現代ブルジョア階綴の霧益に媛癒するもの

である。

　2脅轡紀窮めから齢年代にかけては資本主義経済

発展の重要な時難であった。資本主義は帝麟主義

段賠1二達した。、戦争のため、武器を舞るから労縁

生産率の海上を重視した。そのために、稗学技術

の発展を至建ま蓬することに力を注誓嵩だΩデータによ

ると、i§量紀における科学発職ま2§環§．i7嚢紀

は欝6項欝、露量紀1灘驚環§であったのに、鎗轡

紀憩年代までにはもう§髄瑳i讐の発明があった。

これらの科学技術の成果は塵接、聡接に生産に篤

いられて経済発展を促した。特に第二次経鼻大戦

後．米緩では織子雷亥、エレクト蟹ンを主とする轡

学技術を長生工業に繕いて生産力を高めたのみな

9）ず、科学妓籍σ）領域で遠鑛瑛応をおこした。す

なわち、いわ摩る第三次科学妓籍革命が起こった

のである。この段階の著しい特徴は、科学技衛と

生産とは総合体になった。科学妓籍の成果は生産

に羅いら蔑て、その分野がますます広くて、瞬難

が縮んだぴ）である。つま1）、科学妓籍は生産力で

簿92隼3月

ある。科学妓籍と生産を結びつけて産業構造と労

鱒力の誉薄造にいくつかの一大きな変｛ヒをさせた。

患　工業生産謬羅の中で新しい妓籍の藻醗の発展

　は速い。纒えぱ、電子工業．化学工業などに講

　して、採擬工業、紡績工業などの伝統的な蔀響

　では技術穆発達があま辱醤立たないから生産は

　停滞して衰退していた．そして、労鯵力露場に

　おいて、新しい都鍔では新しい披講を身につ諺

　る労働考が不足しているのに、衰退している部

　門では解馨された非熟練労縁者が硅事を見つけ

　られない。いわゆる購造的失業の難題が起こつ

　た尋

〔2／　薩ご部輿で寂しい技術を繕いる新しい工場隷

　設備の古塾、妓籍の遅れる吝い工場をと吟かえ

　て労縁者の需要数が搬鍵釣に澱少していく、す

　なわち、機器が労鱗者をおしの縫る失業が瞬題

　になったのである暮

奪　工業簿造の変｛ヒによって労灘者の移動率が増

　えて職種の変動が激しくなる鼎

④　熟練労鱒者の需要数が増え、葬熟練あるいは

　・半熟：練労働者の需要数が減少する。

⑤　工、農業の労働考の比率が降下して、号一ビ

　ス業の箆率が上昇する、，

感！　事実毒窮者と管美墾者の増葉難力葦§立つ。

　とにかく．労欝力が現代生産の中における地建

と役麟が大きく変化した。籏肉労働が誠少し、頭

脳労鱗の比重が堵撫する。生産労欝が視学労麟へ

変垂）つつ、桂会労働が知力化になる。

　このような労麟力の変建が次の調題を鐵した。

現代の生産を発展する鍵は何であるか、労鱗力と

いう要1隷ま現代の生産における地位や役響は締で

あるか、どのように労簿者の能力を高めたら生産

の発展にもっともいい経済効益をもたらすか。ま

た、アメリカで至88§年～欝欝隼にG翼P増撫額の

67％1ま奪無謬華資本と労餐馨力の数毒こよるものである方寸、

圭毅9年～i鮪7奪、この比率は32％に下罹った。32

％以興の増趨額の要素は韓であるか、などは経済

学者たち1こ璽観された。大約投資の運譲はこれら

の客観的な幾題に臨じて登場したのである．

　人的投資の理詰は雛．と達べたように科学技術が

現代化生産に広く欝疑られる客観麟存蓬に適応し

たものであ身｝、人的能力の癖、、｝二が経済成長に対す

る役割をきわめて重視するものである。それは合

礫姓と必然性を委寺っている。，



繋本と中1灘にお捗る教奮1鴛遜1論の動嚢葺 ｝蕊

　以上紹介してきたように、中醤では、人離投資

譲を産業構造の変化、資本峯義の発達、科学披講

革命がもたらす必然的なものととらえているので

ある善書、それだけにとどまらなく、次のよう1こ、

その蟹雰盤も論及された穂。

　幾代にお酵る騰際麟な競争は、技衛の競争であ

る。技衛の競争が教蕎の競争である。だから、会

縫では娃員に職業教官や調練を行った鯵、懸盤を

考えた脅することも人的資本の投資とみとめられ

た阜この意練で、人的投資の理1論は強姦ブルジョ

ア賠級の韓益による産蛎でもある。だからこそ、

その際雰も免れない。

　人離投資の理識の重大な欠簸1ま挙純な詩箋公式

によって経済における複雑な社会要素及びそれら

の本質麟な幾達がおおい隠されて、入潤の被会的

本質が無視されて入溝と犠とは講一に援われたの

である。

　生産力と生産関係は互いに麟緩しあい、互いに

綻びついている。生産灘係を鶏にして生産力の発

展を、真棒的な縫会麟度とその鑛の経済政策を鷲

にして労懲能力の癩。紅を検認するのは擁象的な議

i鍮に簸るほかないD

　一方、人的資本への投資礫誌の轟発点は労鱒力

の質的灘■套こよって生産率の講一しがもたらされ、

生産率の自一暴こつれて蟹戻所得の増撫がもたらさ

れ、瞬幾所得の増撫によって労働考の子弟の教費

投資の増糠がもたらされてそれによって未来の労

鱗力分質的爽．しが難待される。要するに、人離資

本への投資は社会的豊富の源泉であ韓、鱗入の幸

編の源泉であると昆なさ蕊ている暮

　このような雄響は複雑な桂会的要素を十分に分

析していないと言えよう。麗索として次の二二点が

あげられる，第・一は人的手蔓資と墨筆豪姦成長漆ぜ必ずし

も霞果関係ではない．第二1は人的投資は必ずしも

鱗入の桑篠の源泉ではない。実際は蓊鬱諸蟹の経

済成長と労跳者の毅益の実精を調べてみると、そ

の鬱々の労簿妻たちの賃金所得は被らの労鱗綴縫

にあたる報醗をはるかに下鞍っている、その大量

な遜余簸纏の巨額零彗潤が資本家のものに所覆した。

それによって貧蜜の格差は大きくなっていること

がわかる。このことは労鱗生産率の向上と労働者

の蔽益の増纐とは正見率という断誘が、還論の叛

議にとどまっていると言わざるをえない。

3．励鍛寧の教畜計画論

　以上達べたように、中難の教育経済学者たちは

教育投資論の合理性を認めながら資本主義体麟に

お捗る獲罪曇iを強調した。この立場に立って破ら

は縫会主義体麟紅おける教畜投資講を葬ろうとし

ている臼次に、中簿における教官経済学の第一一入

蓄励以寧の教育計画譲を紹介してみよう。

　励録事は申響の縫合主義鉢麟にお謬る教蕎と経

済の縫係を分梼して教育経済学が教春と就職、教

育と所得醗分、教育と国擦蝦責の均衡、さらに教

畜と社会主義経済、後会発展の慕繧、などの諸翼

題についての理講であ鞭、縫会主義にお診る教育、

経済．縫合発展に役立つに構違ないと強謁した。

つぎに綾の教畜と就職についての理譲を紹介して

おく樵。

　申蟹にお謬る実業問題は資本主義諸蟹と異な

る特徴がある。それは資本の有機権造の高ま弩

によるものではなく、奪勢的資産の綾1長のおくれ

とλ露増撫のはやさという矛麟によってもたら

された開題であ舞．生窪が“十分に発達していな

い状溌に遥こった実業問題である。したがって

生産を発展させて娃会総生産を増やして、睡幾

所得の増撫を実現すれば、消費麟購造を変えて

新しい職業分賢ができる。枝会主義体麟のもと

では醤鍵所得の翫分は合理的であるから、教育

を通じて平均労簿生産率を高めて羅民新得の増

臓が実現できる。また．経済議長につれて、労

織力の構造が経済議長や経済購造の変龍に適慈

できなくなる。そうすると、新しい職業分欝が

できても、労麟力が就職できない．だから、教

育システム1ま竃釜済購造、産業構造及び消費季薄造

の変でヒに対応して調整することが必要である、，

そして、教育発展と教育支鐵の饗擁によって労

饒力の購造が妓籍水澹と各分野の労繊力に媛す

る経済成長の需要に適応できるようにされる．

教育システムを調整すると、教育水準の海、魏や

労鱗力の質的講ま1に重点をおくべきである，教

育や講練をうけた労働力の役割を十分に発揮さ

せ、稗学妓籍の発騨と餓逡を鍵逸して、新しい

妓籍の稽絹と法が弩を推進したら、就職の拡大

が労簿生産率の高ま鯵を鋳げることなく、また

は平均労欝生産率の成長のスピードが就職入貸

の成長のスピードよ1》はやく、藁座の拡大によっ
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て就職分野を拡大し、就職チャンスを増やすこ

とが実現できる。

　　また、職業教育み普及にもカを涯ぐべきで

ある。鳶年に…定の妓籍を身につけさせて新し

い分野の拡大に対する適切な対策であると考え

られる。串蟹1こおける労騰力の構造からすれ．ば、

娃会には一定の技徳を持っていない隻業青年が

新しい職業分野に入られないと瞬時に、企業に

は熟練労鱈力の不足や労働考の労鱗生産率の低

さ力玄深亥彗な問題毒こなっている。　だ力謹ら、　教責水

準の向上と職業教育4〉普及が教育購造の講整の

重大な議題であろう。

　資本主義国家では失業問題が深藥な社会瞬題

である．高学歴の失業者もたくさん存在してい

る。それは麟疑漸得配分経度が不合理からであ

る。生産者の平均薮入は妓籍改新と労鐵生産率

の向上に従って金運麟に増艦されない。むしろ

国漢所得翫分の不平簿は技術革新と労灘生産率

の向．ヒに縫って激乾することになっている。人

日の多数をしめる労働考の平均収入が停滞して

降下している。貧窟馨差の顛肉が著しい。それ

は資本主義体毒llに内慶する矛驕が解決できない

醸賑、どんな選論も役立たないわ酵である。

　社会主義纒家の失業幾題は娃会生産が未発達

によるものである。社会主義体鰯における生産

者の平均薮入が援術革新と労働生産率の向上に

よって増糠できるから国喪所得の平均取入の海

上によって新しい職業分野が増えて就職分野を

拡大することができる，また、歓会全面的に計

垂舞納に、比率的に各生産分野に垂髪資できるカ・ら、

濤費撰進の変銘によって妓籍革新による機器が

労働者をおしのける隻業問題が解決できるはず

である。

4．中饅における教育効益率の計算方式

　教育投資譲は数量計算を基にしていたものであ

り、入構の質的向上が労麟隼産率や獲疑取入の増

撫との縫係を数字で解釈する饗講体系である。中

国の学者は桂会主義俸毒彗にお曇る実績にあって資

本主義休講における教育効益率の計算方式と異な

る方式をはかろうとしている。資本主義蟹では教

育投資の鶴益率を計算する場合には労縁者の賃金

の塘撫などの数字で表わすのは普通である。それ

は中国1こおいて教育費が羅家と社会で負提されて、

｛錘入と家庭では支諺、わ才tる教育肇警漆書ごく少ないオ・

乗992葬3播

らである。そのため、林志渥が次の欝算方式を鐵

した輔。

　教育は労舞藝者の労働能力を蕃署めること1こよって

労働生塵率を高めることになっている。教育を受

けた労饒者の労働慧頭脳労鱗で麗われる。マ痴ク

スの頭慰労蟻と単純労鯵の理譲に基づいて、単位

時聡における労働生産率を基準として教育程度と

労働複雑程度を灘鞭、異なる教育を受診た労鱒考

の労鍵生産率の箆率を労鱒篶化率とする，労欝籍

化率と各段購の教育をうけた人数の積、そして、

その総秘は商化後の労鱒力の総数になる。この数

字でもともとの労錘警力の人数を弓1くと、教育奪譲罠

の増撫による労線量を得る。この増撫した労簿量

には教育年饅の増撫による増簾分をえられるとい
う。

　とにかく、甲羅は縫会主義麟であ静、途上発達

蟹である，，瑳養三、経葦葺発展を中老・とする政策を取っ

ているから、経済発麗に対する教育の役割を重視

している、、教育雪髭露の理論がそ敷を背景として登

場した。資本主義体毒llにおいて生まれたこの蓬誌

の合理性と必然性を認めながらそグ）欠難を旛擁し

て鷲会主義鉢撰の特徴を持つ教育投資論を穣毒し

ている。それは経済成長に録する教育の役割が妓

籍者、熟練労働者を養成することを主としている

と1蝿鐸寺に、教育と室生会発展とぎ）墨霧講を彗蜜請して㌧・

る。つまを｝、教育の発達によって経済成長過程に

お診る失業開題、国課殺人の均衡、貧富搭差など

を解決すること、さらに経済絞長とともに精袖丈

畷、すなわち文醗社会の達成を霞指している。

　疑本では醗隼代を通じて教育投資譲を鍛えて経

済発展に対する教育の役麟菰大きな難1待をしたが、

経済成長につれて現われた社会現象の療聚を追及

することによって教育、とくに学校教育をきびし

く反省しているが、それは必ずしも嚢本にお謬る

鋳年代の教育欝露譲そのものが失敗したとは齪言

できょうはずがない、むしろ、教育舞癖の科学性、

教育システムの再権威を検討したうえに、教育謙

遜議｝の新しい時代を逓えられるど誘えよう。、中震

において教畜計露論がまだ模索する段賠にあるか

らこそ、蕪本にお鯵る教育羅趨論についての検討

動癖をふまえて健全な教育計麟…姦を鹸試する必要

があるであろう，，
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〔付記肇なお、本稿は、施選愚の大学院におけ

る醸究の一叢として羽蜜教官の指導のもとに執

筆したものであるが、文責はすべて旛に羅する。

　本稿の執筆にあたって、申靉靆孫羅書の繕覧

に褻宣を緩っていただいた農本教育学会事務局

にお礼を申し一とげる。


